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論文審査の結果の要旨 
 
本論文は諸外国の鉄筋コンクリート造（以下，ＲＣ）建物の典型的な地震被害形態である，柱梁架構の接合部破壊
に焦点を当て，とくに建物の層崩壊の原因となり得る外柱梁接合部を対象に，その破壊機構の解明，耐震補強法の開
発に取り組んだ一連の研究をとりまとめたものである．論文は全７章から構成され，第１章では研究の背景や本研究
に関連する既往の研究，並びに，本研究で参照する実在した地震被災建物が紹介されている．第２章では，本研究で
外柱梁接合部の地震挙動や耐震性能を実験的に評価するために不可欠となる実験方法が提案，検証されている．第３
章では研究対象建物のせん断補強筋のない外柱梁接合部を模擬する７５％縮尺の試験体が設計，製作され，構造実験
を通して，接合部破壊に至る地震挙動や接合部破壊時の耐震性能が明らかにされている．第４章では第３章で明らか
となった外柱梁接合部の地震挙動に基づいて，接合部破壊を抑制し，接合部の耐震性能を合理的に向上するための補
強概念が提案されている．鋼製補強デバイスを試作，適用したパイロット試験により，提案された補強概念の有効性，
すなわち接合部破壊が抑制され，梁降伏機構の形成により耐震性能を向上できることが示されている．第５章では実
用的な外柱梁接合部の耐震補強法としてＲＣ袖壁を増設する方法が提案され，補強の有無をパラメータとする検証実
験を通して，補強時の地震挙動や補強による耐震性能の向上が確認されている．第６章では第５章で得られた実験結
果に基づいて，袖壁補強が接合部破壊を抑制する力学的な機構について分析している．第７章では以上の研究成果を
総括するとともに今後の研究課題がまとめられている． 
本論文では世界各地の地震災害におけるＲＣ建物の典型的な破壊形式の一つである柱梁接合部破壊を対象に，その
実用的な耐震補強法が提案され，構造実験を通して有効性が検証されている．この種の破壊形式を呈するＲＣ建物は
発展途上国を中心として世界各地に無数に潜在すると考えられており，その実用的な耐震補強法の開発が待たれてい
る．しかし，柱梁接合部は文字通り柱と梁あるいは床スラブが三次元的に接合される部位であり，ＲＣ建物の耐震性
能を確保する上で極めて重要な部位であるが，その構造的な複雑さ故に耐震補強を施すことが困難であり，実用的な
耐震補強法が確立されていない．本研究はこうした柱梁接合部，とくに建物の崩壊を防止する上で極めて重要な外柱
梁接合部を対象に，実用的な耐震補強法を開発することを研究目的に掲げ，適切な研究段階を踏まえて，研究目的を
達成している．特筆すべき研究成果は，（１）外柱梁接合部の実用的な耐震補強法を提案するため，接合部の地震挙動
や耐震性能に関する世界最先端の既往の知見を踏まえて，せん断補強筋のない外柱梁接合部の詳細な地震挙動，耐震
性能を構造実験により明らかにした点，（２）上記を含む本研究で実施する実験において，実大に近い試験体を採用す
るため梁長さを短縮する部分架構による実験方法を提案するとともに，梁端に付加モーメントを作用することで実建
物の挙動を精度よく再現できることを実証した点，（３）上記（１）の実験結果を踏まえて，接合部の柱と梁の入隅部
に生じるひび割れ幅の拡幅を抑制することで，接合部破壊を抑制する既往の研究にはない独創的な耐震補強概念を提
案した点，（４）提案した補強概念に基づいて，発展途上国でも実用可能な耐震補強法としてＲＣ袖壁を増設する方法
を提案するとともに，耐震補強の有無をパラメータとする試験体の構造実験を通してその実現性を検証した点，（５）
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上記の実験結果に基づいて，耐震補強の力学的な機構を解明し，耐震補強設計法を構築するための基礎的な設計条件
式を提案し，実験結果との比較を通してその妥当性を実証した点，である． 
以上のように，本研究で開発された耐震補強技術は，信頼性，実用性が高く，接合部にせん断補強筋がなく接合部
破壊するＲＣ建物の脆弱な崩壊を抑制し，耐震性能を合理的に改善するための基礎技術となる．よって本論文は博士
論文として価値あるものと認められる． 
 
 
